
 

 
 

 
 ７年ぶりの小値賀です。大好きな小値賀に校長として帰ってきました酒井です。

平成１７年度、１８年度に斑小学校に最後の教頭として赴任、斑小学校閉校後、

２０年度までの２年間を大島分校教頭として勤めました。豊かな自然と人情味あ

ふれる、挨拶がすばらしい、そして、日々飲み明かした小値賀のことは、佐世保

にもどっても様々な機会にこの島の良さ､温かさを口にしていたものです。その小

値賀にまたこうして赴任させていただけるなんて、なんともすてきな縁を感じま

す。 
 来島してすぐにいろいろなところを回りました。斑小学校には、閉校記念に植

樹した７本の桜がしっかりと根を下ろし、数輪の花を咲かせていました。相も変

わらずお元気で、情の厚い方々にもたくさん会いました。私が今回住むことにな

った丘町の住宅には、なんと私自身が１１年前に持ち込んだ冷蔵庫と洗濯機が待

っていてくれました。見るもの、聞くもの懐かしいやら、びっくりやら。 
 その中でも、何と言ってもびっくりしたのはこの校舎！きれいで、よく考えら

れた、すばらしい校舎はこ

れまで見てきた学校の中

ではナンバー１でした。お

およそ長崎県１のすばら

しさではないかと思いま

す。前回私がいたときには、

青写真もはっきりしてい

なかった校舎がこうやっ

て現実になっていようと

は…。小値賀のみなさんの

「島の子どもは島で育て

る。」といった強い思いを

感じました。子どもたちの未来にかける並々ならぬ思いを感じました。 
  
私の思い出話はこれぐらいにして、このすばらしい校舎の中でめざすのは 

「日本一楽しい学校」です。何を基準に「日本一」なのか？子どもたちが「ぼく

の学校、私の学校、日本一」と自慢ができる学校にしたいと思います。子どもた

ちが大人になった未来で誇れる学校をめざします。 
 大人になった子どもたちがこの地を離れたとき、「ぼくの学校、私の学校は､最高

の学校だったよ。最高の仲間がいて、こんなおもしろい先生がいて、そして何より最高に

温かい地域に包まれた日本一楽しい学校だったよ。」と未来で誇れる、そして、この

子たちの一人でも多くがこの小値賀の未来を担うために帰ってくる、そんな学校

をめざします。 
 
 

 
 ２８年度最初の始業式では

次のような話をしました。 
 
１ 新しい年度とは？ 
 新しい友達が来る。新しい先

生が来る。そして、新しい学年

になる。 
 ２年生は新入生が入ってきてお兄ちゃん、お姉ちゃんとしての役目が出てくる。 
 ３年生は、理科や社会といった新しい勉強が始まる。 
 ４年生は、クラブ活動が始まり、委員会活動では学校全体のために働くことが

出てくる。 
 ６年生は、文字通り学校のリーダー。この学校の伝統を引継ぎ、新たな伝統を

つくっていくのも６年生。伝統とはどんなものなのか考えてみよう。 
 ５年生は、６年生のサポート役。６年生とともにこの学校をつくっていく大切

な役目。５年生のサポートがないと６年生はリーダーとしての仕事ができない。 
 （裏面に続く） 
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２ 「日本一楽しい学校」をつくるためには 
  前述したように、小値賀小は県内３６０ほどある小学校の中でもたぐいまれ

なすばらしい校舎。その中でめざすのは、「長崎一」ではなく、「日本一楽しい

学校」。みなさんが自慢できる学校。何を自慢するか？ 
 ○仲間が自慢できること 
 ○先生が自慢できること 
（この部分は私たち教師の努力が必要。このことも子どもたちに伝えました。） 

 ○小値賀が自慢できること 
  
その中でみなさんに頑張ってもらいたいこと 

 ① 静かにするところ、元気よくするところ、 

その中でしっかり勉強 

教室の移動、集会で待つとき、掃除、授業中考え  
る時間、楽しい学校づくりには静かな時間と落ち 
着きが必要。  

② 友達のいいところを見つけられる人になること 

  自慢できる仲間づくりには、人を認めること、人に認 
められることが必要。 

  けんかしても仲直りできること。人を許せること。 
 

 ③ 感謝できる人になろう 

   みなさんの周りには、みなさんのためにいろいろなことをやっている人が 
いる。給食の調理員さん、用務員さん、事務の先生、そして、小値賀の人 
たち。何をしてくださっているかを見つけ感謝できる人になろう。 
みなさんは、大人になるための練習をしている。しっかりした大人になる 
ためには、言葉遣いも必要。目上の人に「タメ口」はダメ。「感謝できる人」 
にはつながらない。 
 

 ３ ここまで話して担任発表。 
   「みなさんといっしょに日本一楽しい学をつくる先生を紹介します。」と言 

った後、大画面で担任の先生を紹介しました。 
  終わりに、「みんなで日本一楽しい学校をつくっていこう。」というと、みん

なで声を合わせて元気よく「はい！」という返事が返ってきました。 
  この１年がとても楽しみです。 

 
小値賀小学校 

１年１組 久米   琢 ２年１組 原野  愛子 
３年１組 長谷川 恵子 ４年１組 宮﨑  浩二 
５年１組 千葉  秀紀 ６年１組 茂山  康代 
ひまわり 川原  秋子 4~6 年理科 松田  健之 
養護教諭 竹添 明日香 栄養教諭 近藤 けい子 
事務主査 渡部  宣昭 用務員 田頭 さおり 
教頭 

３～６書写 
橋本   淳 校長 

草刈り他 
酒井  元治 

小値賀中・北松西校からの乗り入れ 
5・6 年 
音楽 

平井  春那 
(小値賀中より) 

全学年 
外国語 

Karina L Martin 
(北松西校より) 

大島分校 
1・2 年 斉藤  祐三 ６  年 濱田  順子 
養護教諭 神川 美代子 教頭 

(理科・書写・図工) 
柴田  泰徳 

  
 7 日(木)、小値賀小 10 名、大島分校 2 名の

ぴかぴかの 1 年生を迎え入学式を行いまし

た。式では、やはり「日本一楽しい学校」に

するために 1 年生にがんばってもらうこと。 
① 毎日安全に学校に来て、楽しい思い出をいっぱいランドセルにつめて帰るこ

と。 
② 立派で、格好いいお兄ちゃん、お姉ちゃんになるために自分でできることを

増やすこと。 
③ 友だちを許せる人になること。 
を話しました。翌日、8 日(金)1 年生の下校の時に、「今日は学校楽しかった？」 
と聞くと、ある子は「楽しいに決まってるじゃあない！」と返事。何とも嬉しい 
反応です。 



 

 
 

 
始業式、入学式も終わり、順調に

学校生活も始まりました。小値賀小

は 10 名、大島分校は 2 名の新入生

を迎え学校らしく賑やかな毎日で

す。 
1 年生が登校すると、6 年生が教

室にやってきて、ランドセルや学用

品のしまい方を教えています。しば

らくするとストレッチ運動の時間。

本校では、子どもたちの運動能力、

柔軟性の向上、体を動かすことでの脳の活性化をねらって、毎日ストレッチ運動

を取り入れています。ここでも 6 年生の出番、運動のやり方を 1 年生に教えて横

で一緒に運動。何とも言えず温かくて優しい眼差しで教えています。教えられる

1 年生も素直な笑顔で運動。微笑ましいひとときです。 
また、朝の登校時にそれぞれの通学路の様子を見に行くと、1 年生の歩調に合

わせながら連れてくる５・６年生の姿があります。1 年生はときどき「ふう～」

とため息をもらし、先頭の高学年はときどき後ろを振り返りながらの登校風景で

す。高学年としてはもう少し速い歩調で歩きたいという思いもあるでしょうが…。

中にはピーピー豆(カラスノエンドウ)の鳴らし方を教えながら連れてくる 6 年生

も。とてもいい光景です。登校している子どもたちを見かけられたら、がんばっ

て歩いている 1 年生やがんばって連れてきている高学年に声をかけていただけれ

ば幸いです。 
 お世話する側、される側、こうやってコミュニケーションを図りながら、他人

とつきあう力、リーダー性、思いやりの心、様々な力を養っています。集団で育

てるという学校教育のよさがここにあります。 

 
 先日、高学年の授業参観の日、天気予

報通り子どもたちが帰るころに大雨にな

りました。風はそれほどではなかったも

ののけっこうな雨でした。見ていて良か

ったのは、お迎えが少ないこと。高学年の授業参観に見えられた保護者の方は仕

方ないのかもしれませんが、その他の子どもたちにお迎えが少ないことはいいこ

とだと思いました。こんな大雨だと、つい「濡れてかわいそう。」と思うのも親心

です。しかし、濡れて気持ち悪い思いをするのも子どもたちにとっては大切な経

験です。そして、子どもたちのたくましさを育てる場面です。 
 保護者のみなさんが小学生のころ、図工で使う糊はど

んなものでしたか？黄色い円筒形の容器に入った指先で

すくって使うような糊ではなかったですか？（ううん、

使ったことがないとなる若い！）この糊今はあまり見な

くなってしまいました。この糊を使うとき、昔は平気で

手ですくう子が多かったのですが、だんだん手に付ける

「べたべた感」をいやがる子が増えてきました。世の中

の様々なものが清潔志向になっているからです。ちょっ

と汚れること、ちょっとべたべたすること、ちょっとぬるぬるすることを嫌がる

子が増えてきました。このようなことから、過剰な清潔志向が生まれ、ちょっと

汚れた服装をした子、ちょっと古い場所、お年寄りなどをさげすんだ目で見る子

が増えてきたこととも何か関係しているように思えます。差別やいじめを生んだ

り、都会のニュースでときどき耳にする「ホームレス狩り」や「オヤジ狩り」な

どに影響したりしているようにも感じます。 
 大雨で濡れた心地よくない体で帰るからこそ、家で着替える乾いたシャツの温

かさに幸せを感じます。濡れた髪をぐしゃぐしゃにしながらタオルで拭いてくれ

るお家の方の手に愛情を感じます。 
 まもなく梅雨の時期を迎えます。雨の登校でランドセルに入れてあった替えの

靴下やシャツは、快適な車の中より温かく、親の愛情を感じるように思います。

（もちろん、子どもたちが危険にさらされる可能性がある場合は別です。） 
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今年度転入してこられた方や 1 年

生の保護者のみなさんの中にはご

存じでない方もいらっしゃるかと

思いますが、小値賀町は小･中･高一

貫教育を平成 19 年度から行ってい

ます。この「値小だより」や「小値

賀新聞」でも広報していきますが、

「島の子どもは島で育てる」小・

中・高と小値賀の皆さんが連携した

取り組みです。

 
今回はそのスタート、「合同遠足」です。各学校１時間程度の歓迎行事を学校で

行った後の出発です。小学校では体育館で「歓迎集会」を実施しました。１年生

を花のアーチで迎えた後、各学年の歌や手作りのプレゼントでおもてなし、全校

合唱といった簡単なメニューです。１年生もにこにこ顔になったところでいよい

よ小学校の運動場に小・中・高の児童・生

徒が全員集合。小学校５・４・３・２年、

中学校２・３年、高校２・３年の順で歩き、

その後ろを小１と６年が手をつないで、続

いて中１、高１で前浜公園まで行きました。

現地ではそれぞれの学校の１年生を他の学

年が拍手で迎え、小・中・高の１年生、そ

して転入職員の紹介です。 
小学校１年生が「ぼく（わたし）の名前は○○です。好きなものは△△です。

よろしくお願いします。」と一人ずつしっかり挨拶。みんなから温かい拍手をもら

っていました。中・高の 1 年生はやはり中・高生らしくいわゆる一発芸をしたり、

踊ったり、「さすが」と言わせる内容で小学生も楽しんでいました。次に全員での

「じゃんけん列車」、そして、お弁当と自由時間。どの場面でも中・高生に混じっ

た小学生の姿。遊びでは手を抜いてやる中・高生のやさしさが光りました。 
私がいた平成 19 年に始まった合同遠足。こうやって、しっかり合同行事として

根付き、子どもたちの成長にひとときの潤いを与えているのを嬉しく思いました。 

 
月 日 曜 行     事 
４ １９ 火 全国学力学習状況調査（６年） 

県学力調査（５年） 
家庭訪問(浜津、大浦、柳、斑) 

 ２０ 水 聴力検査（３・５年） 
田植え(５年) 
家庭訪問（相津、筒井浦、前方後目、木場、牛渡、唐見崎、 
中村、松香丘） 

 ２１ 木 聴力検査（１・２年） 
家庭訪問（笛吹東、宮崎町） 

 ２２ 金 避難訓練 ＰＴＡ総会 19:00～（多目的室） 
家庭訪問（小浜町、笛吹中央、黒島、笛吹在、笛吹西） 

 ２５ 月 ２種混合予防接種(６年) 
 ２８ 木 心電図検査(１年) 
５ ６ 金 ＮＲＴ学力検査 
 １０ 火 耳鼻科検診（全学年） 
 １１ 水 内科検診(全学年) 
 ２０ 金 歯科検診(全学年)  
 ２９ 日 運動会 
 ３１ 火 運動会予備日(給食なし) 

 

運動会予備日３１日(火)は、２９日(日)の運動会実施、延期にかかわらず給

食はありません。お弁当をお願いします。 
理由は、２９日(日)が雨天になって給食の物資を止めようとするとき、２日

前では間に合わないからです。給食の物資は１ヶ月以上前から島内外に発注

をしており、全ての搬入を中止するのに数日間を要します。そのため、この

ような行事の予備日にはあらかじめ発注を止め、お弁当持参をお願いするし

かありません。ご理解の上、ご協力をお願いします。 
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 4 月 18 日(月)、１年生の給食が始

まりました。この日のメニューは当

然のごとく 
・ポークカレー、麦ご飯 
・コールスローサラダ 
・ムース、牛乳 
でした。「当然のごとく」というのは、

他の地区でも１年生の給食開始時はいつの時代も不動のメニュー「カレー」と相

場が決まっているからです。見てみると１年生には結構な量のカレーをどの子も

完食。美味しそうに食べていました。その後も担任の話ではちょっと時間がかか

る子はいるものの完食で、いわゆる

「お残し」は全くないそうです。 
 昨年６月から始まった小値賀の学

校給食ですが、私が前回いた８年ほ

ど前までは開始したときの課題とし

て、「食わず嫌い」があるのではない

かと言われていました。学校給食が

本格実施になると、家庭で出された

ことのない食材も使うので、慣れな

い食材に苦戦する子どもも多いのではないかと。 
 しかし、始まってみるとその様子は全くなし。近藤栄養教諭の話でも「これま

でお残しは全くない。」とのことです。それに全体的にマナーがいい！きちんと茶

碗を持って、箸もちゃんと使いながら食べている子どもが多いのに感心しました。

ご家庭でのしつけのよさを感じます。 
 

 さて、この記事を書いている日の 
メニューは次の通り。 
 ・ごはん、野菜椀、牛乳 
 ・さんまの梅煮 
 ・アーモンド和え 
このメニューに野菜が何種類使われて

いると思いますか？ 
なんと７種類。 
 白菜、タマネギ、シメジ、ゴボウ、  
ニンジン、ホウレンソウ、モヤシ 

おまけにクラッシュアーモンドで味付

け。野菜椀は小値賀の昆布でだしを取

っているという手の入れよう。家庭でこ 
れだけの種類の野菜を使って一食のメニューを作ることがあるでしょうか？ 
単身赴任の私は普段自炊をしています。できるだけ野菜をとろうと思い作るので

すが、せいぜい３種類がやっとです。美味しく食べられること、栄養のバランス

を考えてあること、多くの食材をいただけることに感謝です。 

 
 このページ、食べることに偏ってしまいました。 
「食べる」というのは口に食材を運ぶだけでなく食のマナ

ーを身につけるということ。 
 もう２０年ほど前に亡くなった祖母と同居していた私は

子どもの頃によく食事のマナーについて注意されていたも

のです。「脇に生卵を挟んでいるつもりで食べんば！」 
肘を広げすぎるとみっともない、横の人に迷惑がかかるということを祖母は例え

てこう言っていたものです。（この話、昔「分校だより」で使ったことがあるので

覚えていらっしゃる方もあるかも。）今でも、つい行儀が悪くなったときに、ばあ

ちゃんの声が聞こえそうな気がします。 
給食の様子を見て回って、口にものを入れたまま私に「先生！」と話しかけて

くる子には「将来ね、デートのときにそんなことしよったらふられるよ。」と声を

かけているところ。小値賀の子どもたちには、デートで相手に好印象を与えるよ

うなマナーを身につけさせたいものです。(^^)/~~~ 

平成２８年５月２日 第３号 
校長 酒井 元治  
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 小･中･高一貫教育では、それぞれ

の校種の職員が別の学校に行って授

業のお手伝いや授業そのものを行

う乗り入れ授業を行っています。 
 小学校に来ていただいているの

は、中学校音楽担当の平井先生と外

国語活動のカリーナ先生です。そして、小学校から行っているのは、松田教諭で

す。今回は音楽の平井先生の授業から。 
 平井先生は、５・６年生の音

楽にＴＴ（ティーム・ティーチ

ング）として入ってくださって

います。ＴＴというのは、１時

間の授業を複数の教師で指導す

る指導形態のことです。 
 この日、平井先生は５年生の

音楽に入ってもらいました。５

年生に２部合唱の指導です。最

初は一斉に高音パートを歌って

の声出し。その後、ピアノの周

りに子どもたちを集めて、高音パート、低音パートに分けての練習。そして、い

よいよ２部合唱。音取りが下手な私も子どもと一緒に歌わせてもらいました。（子

どもたちレベルですので。）小学校の教員はどの教科でも指導して当たり前ですが、

その専門性ではもちろん中学校、高校の先生にかないません。専門的なアドバイ

スが子どもたちの歌声を変えていきます。 
 また、さらにいいのは、平井先生が笑顔で子どもたちに声をかけてくださるこ

と、教師が複数いて子どもたちにたくさんの声をかけられることです。１年生か

ら６年生まで学級が変わることなく同じメンバーで過ごさざるを得ない子どもた

ち。こうやってより多くの人と関わることで、音楽という授業を通して人の温か

さや、他人との付き合い方を身につけていくはずです。 
 校長室に前任の魚屋校長先生が残してくださったのでしょう。「人は人を浴びて

人となる。」という言葉があります。正にその通り。小学校の職員だけでなく、一

人でも多くの先生方に関わっていただいていることに感謝します。 
 ううん、こんな授業だったら私ももうちょっと歌が上手になっていたかも…。 

４月２３日から５月１３日は

子ども読書週間です。子どもた

ちにもっと本を！との願いから

「こどもの読書週間」は１９５

９年（昭和３４年）にはじまり

ました。 
小さいときから本を読む楽し

さを知っていることは、子ども

が大きくなるためにとても大切

なことです。本はたくさんの知

識を与えてくれたり、想像力や

集中力も育ててくれたりします。 
また、「こどもの読書週間」は、

大人が本を子どもに手わたす週

間でもあるのです。 
本校では、日頃から読み聞か

せボランティア「たんぽぽ」の

みなさんによる朝の読み聞かせ

をしていただいています。また、

先日からプリントを配布し、親

子読書を推進しています。どう

ぞお子さんといっしょに本を読んだり、読み聞かせをしたり、本を話題に家庭で

のひとときを過ごし、親子で本の世界に浸ってみてください。私も、小値賀に来

て、出張の行き帰り、あるいは帰省時のフェリーの中で本を読むことを楽しみに

しています。 
 



 

 
 
 ５月に入って、ずっと出張続き。学校で真面目に仕事をしているのは週に１・

２日程度。学校、空けてばっかりの校長です。_(_^_)_ と、言うわけで久しぶり

の学校だよりです。 
 

 いよいよ、運動会まで５日。学校

の行事で間違いなくお客さんが一

番多い一大イベントです。 
 運動会はもちろん体育の授

業の一貫ではあるのですが、

全校児童が一つのものをつくりあ

げる、精一杯自分の力を出し切る、

そんなところに行事としての意味があります。 
 高学年がリードしみんなをまとめる応援合戦。入学したての１年生が一生懸命

足並みをそろえようとしている入場行進。裏方として競技を支える係活動。その

どれをとってみても子どもたちが、これからの社会を生きていく上での様々な訓

練、練習の要素が詰まっています。 
 今年の運動会スローガンは 

チームワークで 勝利の道へ つきすすめ  

紅組・団長 大久保 綾美 さん  白組・団長 北野 悠矢 さん 

声をからして、全校児童をリードしています。当日にご期待ください。 

  
  

「その１」は始業式での話なので、今回の私の講話は「その２」。 

 話はちょっと前にさかのぼって、着任式。私と子どもたちとの初めての出会い

です。私は、子どもたちに「みなさんと早く仲良くなりたいので、私の秘密を一

つ話します。（右の掌を見せて）私の右手の中指は、見ての通りちょん切れてちょ

っと短いんです。ずいぶん前、好き

だったバイクをエンジンかけながら

手入れしていて、チェーンで切って

しまいました。今日、体育館を出る

ときは、この右手と握手してくれま

すか？」と自己紹介をしました。始

業式後、６６名〈このときには１年

生がまだ入学していなかったので。〉

全員と握手。中には、「痛くない？」

「こわい！」という子もいました。 

 さて、それから数日、私が校内を

うろちょろしたり、授業の様子をのぞいたりしていると、ところ構わず「先生、

指見せて！」。実は、今までの経験から「そうくるだろうな。」とは予想していま

した。これこそ、指導の機会。子どもたちに画像やイラストを見せながら、「なん

かこの場面おかしくない？」と尋ねると、案の定「言葉遣いがおかしい。」「授業

中に声かけるのがおかしい。」との答え。さすが、小値賀っ子、よく気づきました。    

その後、佐藤真海さんを紹介。滝川クリステルさんと共に東京オリンピック招

致の立役者となった「義足のロングジャンパー」です。「世の中にはいろいろな人

がたくさんいる。先生の指を見て、『こわい』と思うのは正直な心でいいと思う。

しかし、この佐藤さんのような人に、『こわい』と言ったらどうだろう。指がない

人も、足がない人も、『ああ、こんな人も世の中にはいるんだな。』と普通に思え

る人になってほしい。そのために、私はみなさんに自分の指を見せます。でも、

時と場、言葉遣い、そして、『ありがとうございました。』の言葉はほしいな。」 

（ここまでは、障がいを持った人や他人、とりわけ大人への礼儀。） 

   裏面へ 

平成２８年５月２４日 第４号 
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全校朝会での話 



 
 さらには、「みんなの中に

はよく注意される人いな

い？この人にみんなが注意

するとどうなると思う？き

っとこうなるよね。（右図）

でもね、こういう人を怒ら

せずに付き合うというのも

大切なお付き合いの方法で

す。だって、みんなは小さ

いときから学級の友だちを

知っているんだから。友だ

ちの性格を知ってるんだか

ら。小値賀小は人数は少ないけど、そんなところでは、

大人になるための練習が十分できるところです。この、

いらいらしがちな子、自分の考えをしっかり持った子

かもしれないから、周りが上手に付き合うと会社の社長さんや、博士にだってな

れるかもしれないよ。」 
「注意してばっかりの女の子、この調子でいつも怒ってばかり

だと、こんな大人の人になるかも。(左図) 
おつきあい上手になるとこんなになるか

も。(右図)」子どもたちからは「うそだ～！」

と笑い声。「違うんですよ。だって、顔の

表情はそれぞれの性格でつくり出される

ものですからね。」 
 さらにさらに、「小値賀小学校には『ひまわり学級』とい

うクラスがあります。みんなの中にも問題を解くのにちょっ

と時間がかかるなという人いないですか？ここは、そんな人たちに合わせて、ゆ

っくり勉強したり、ちょっとした工夫をしたりして勉強するスペシャルなクラス

なんですよ。 
みんな違って当たり前。ＡＫＢが全員『指原莉乃」だったら気持ち悪いよ。 

野球選手がみんな『ダルビッシュ』だ

ったら試合にならない。陸上選手がみん

な『ボルト』だったら、オリンピックし

なくていい。もうすぐ、運動会です。速

い人がいて、走るのが苦手な人がいて、

応援する人がいて、リレーができるんで

す。みんな違って当たり前なんです。』 
（ここでは友だちとの付き合い方） 
 
 最後は、『トム クルーズ』。（話の前段で『私の昔の写真です。』と冗談を交え

て写真を使ったのですが。） 
「この人誰だか知っている？」６年生の森岡君が「ト

ム クルーズです。」と発表。「そうです。世界でもト

ップクラスの俳優『トム クルーズ』さんです。彼が

ある障がいを持っていたのを知っていますか？『失読

症』という障がいです。みんなは、本を読んで何が書

いてあるかだいたいわかるよね。でも、彼はそれがで

きない。俳優の仕事をするためには、脚本というぶ厚

い本を読んでセリフなんかを覚えなくっちゃいけない。

そんなことができなかったんです。なんと、小・中学

校１２年間で１５の学校に通うことになった、つまり、転校したんですね。みん

なが人とのおつきあい上手なると、この中から『トム クルーズ』さんみたいな

世界的な俳優さんだって出てくるかもしれないよ。」 
（シメは人との付き合い方でいろいろな可能性が生まれるということでした。） 
 
さて、小値賀っ子からは、『トム クルーズ』に継ぐような俳優さんが出てくる

のか、社長さんが出てくるのか、はたまた博士か？何にしても、友だちを含む周

囲の接し方で子どもたちの可能性をつぶすこともあれば、伸ばすこともできます。

ありったけの可能性を持たせたいものです。「絶対になれない。」なんてことはな

いんですから。 
 
「日本一楽しい学校をつくるための～その２～」でした。「あしたのジョー」み

たいですが（若い保護者さんはわかるかな？）、「その３」は何にしようか考え中

です。(^^)/~~~ 



 

 
 

 
予定通り２９日（日）に開催する

ことができた運動会、なんとも天気

に悩まされました。教頭、体育担当

の久米、教務主任の松田、そして私

が学校に来たのが５時過ぎ。雨が降

る気配もなく、予報では９時頃に１

～２mm 程度の小雨の予報。「よお

し！予定通り行こう！プログラム

もそのまま。」と判断したのが５時

半。その後、職員とラインを引いた

り、準備物を出したりして６時の町内放送。ご存じのようにこの放送が終わった

とたんに雨。一度は止んだので、運動場にたまった水をタオルに吸わせたりして

いたのですが、またもや雨。しばらく待つと止むかなと思いきやしぶとく降り続

けました。運動場にみるみるたまっていく雨水を眺めながら、「校長先生、待ちま

すか？」｢中止しますか？｣「体育館運動会も？」と様々な投げかけが職員からも

あり、「今日しか来れんという保護

者もいますよねえ。」という情報も

あり、思案しながら、「よし、とも

かく体育館で午前中実施。走競技

は体育館では危険だから、午後運

動場が使えるようであれば、運動

場、使えなければ予備日の午前中

に回す。」 
と判断したのが７時過ぎでした。 
  

 それから、プログラムの組

み直し、体育館の準備、子ど

もたちの隊形確認等、バタバ

タと動き出しました。来賓

席・保護者席をどうするか、

職員の声として「おじいちゃ

ん、おばあちゃん、階段上が

るってギャラリーに行くのき

ついですよね。」ということも

あり、急遽フロアーに敬老席

を設置しました。また、「表現

運動（ダンスや組み体操）に限っては、フロアーからの写真撮影を許可しましょ

うか？」という申し出をする職員もありました。自分の係として、または様々な

方面から動いてくれたり、アイデアを出してくれたりした本校の職員でした。手

前味噌ですが、うちの職員もなかなかやるでしょう！なるほど、よく言われるこ

とですが、責任者が現場で陣頭指揮に当たるというのは、こんな意味があるんだ

とよくわかりました。私が校長室にいたのでは、職員の提案に対する判断が遅れ、

アイデアがあっても実現しないということになってします。 
さて、子どもたちも全く予期していなかった体育館での運動会。競技の勝手も

係の動きも練習とは違っていたのですが、よく動きました。見ていてさほど遅れ

たり、戸惑ったりすることはなかったように思ったのですが、ご観覧くださった

保護者・地域のみなさんはどう感じられましたか？後日、高学年の子どもたちに

次のようなことを話しました。 
「いくら練習していても、練習通りにできないということは世の中では多々あ

ること。臨機応変というのはそん

なことを言います。そんなときこ

そみんなの力や協力することが試

されます。そのための練習でもあ

ります。今回の運動会よくみなさ

んが動いていた。だから、運動会

が成功したんです。」 
またまた、手前味噌ですが、う

ちの子どもたちもなかなかやる

でしょう！ 

平成２８年６月２日 第５号 
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そして、何と言ってもありがたかったのは、中学校・高校の先生方と中学校野

球部、高校野球部のみなさんの協力でした。体育館で午前中の競技を行いながら

運動場の様子と空模様を絶えず観察し、午後の競技ができるかどうかを考えてい

ました。天気としてはどうにかいけそうだけど、問題は運動場の状態。水たまり

もあちこちにできていて、このままでは子どもたちが滑って転びそうでした。 
そんなときに手伝ってくださったのが、中学校・高校の先生方と中・高双方の

野球部でした。高校から運動場の水を吸い取るためのスポンジを持ってきてくれ

て、たくさんの人数で運動場の雨水を吸い取ってもらいました。おかげさまで、

昼休みの間に準備完了。午後の競技が実施できたわけです。 
いやな顔一つせず、すばやく作業をしてくれる中・高生の姿がどんなに頼もし

く、やさしさに満ちあふれたものであったことか。小値賀の温かさと、小・中・

高一貫教育の成果を感じました。 
中・高生のみなさん、小学校の運動会ができたのは、あなたたちお陰です。本

当にありがとうございました。あなたたちの姿は、小値賀の誇りであり、小学生

に見せてくれるすばらしい背中です。心より感謝します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の値小だよりは運動会特集に

なりました。締めくくりは、すばらし

かった終わりの言葉です。（写真は違

ってごめんなさい。） 
 
６年 川口 真歩さん 
みなさん、雨の中での運動会はどう

でしたか？特に６年生のみなさんは

最後の運動会でしたが、自分の力を出

し切って最高の運動会にすることができましたか？保護者のみなさん、地域のみ

なさん、最後まで温かい応援ありがとうございました。 
私にとって今日の運動会は思い出に残る最高の運動会でした。特に私が気合い

を入れてがんばったのは｢応援合戦｣です。なかなかアイデアが出なかったのです

が、５年生と協力して応援歌を完成させることができました。完成後にも自分た

ちが納得のいく応援歌ができるように話し合って、元気のよい応援歌をつくるこ

とができました。他にも朝や昼休みを使って１・２年生に教えに行きました。思

うようにできず、とてもたいへんなこともありました。 
でも、それを乗り越えて今日は１年生から６年生が一丸となり、赤も白も迫力

のあるすばらしい応援ができました｡応援だけでなく、私は自分が出た種目全て

を全力で取り組むことができました。 
小学校生活最後の運動会、とっても悔いのない最高の運動会でした。来年の運

動会では今の５年生を中心にみんなと助け合って、今年のように盛り上がるよう

にがんばってください。 



 

 
 

 
ご存じの方も多いと思いますが、小値賀町は小・中・高一貫教育を行うにあた

って、教育課程特例校の認可を受けており、国の基準とはちょっと違った教育内

容を行うことができるようになっています。 
その中に、小値賀ならでは素材、人を生かした、「グローアップ科」「遣未来使

学」があります。小･中･高の１２年間を見通して、郷土学習から国際化・情報化

に対応し主体的に生きるスキル（技能）を習得させるのが「遣未来使学」、心の内

面に根ざし道徳教育を主軸とした人間としての在り方、社会人としての生き方を

追求する生き方教育が「グローアップ科」です。それぞれの内容には小値賀なら

ではの素材がたくさん盛り込まれています。 

 
まずは学校から道を挟んだとこ

ろにある畑での栽培活動です。１年

生と６年生は芋さし、２年生は枝豆

とカボチャ、３年生は落花生、４年

生はマクワウリとオクラを植えま

した。担い手公社のみなさんのご指

導でマルチ栽培をしたり、カラスよ

けのひもを張ったり、作物によって

植え付けの仕方を変えての栽培で

す。 
５年生はすでに４月にやはり担い手公社の方にお世話になって田植えを行った

ところです。 
どの作物も小さな一粒の種やひょろっとした１本の茎から、あるものは子ども

たちの背丈を超えるぐらいの高さになりい

くつもの実を付け、あるものは長く地べたを

這い大きな芋をつけたり、鈴なりの落花生を

つけたりします。なんとも生命の不思議を感

じます。日本人が太古より営んできた大地の

恵み、古の人々の知恵を学んでいます。 
 

左の写真は４年生の｢テングサ採り｣

です。ご指導くださるのは産業振興課

とＩＴ（アイランド・ツーリズム）の

方々です。事前に小値賀で見られる磯

の生き物をユーモア、笑いも交えなが

ら説明していただきました。   
そして、いよいよ磯へ。保護者のみ

なさんのお手伝いもあって、ナマコ捕

りにはまる子どもたちをたしなめなが

ら採取。とってきたテングサは洗って乾燥させることを繰り返し、煮詰めてとこ

ろてんにします。決して豪華とも言えない素朴な味を、多くの手を加えてつくり

出そうとする先人の知恵と実直さを体験を通して学んでいきます。 
そして、小値賀らしいのが、こうやって学校外の方々が多く関わってくださる

こと、異年齢の交流があることです。外部の方に関わっていただくことで、いつ

も少ない人数の中で学習している子どもたちに普段とは違った人と関わる必要性

が出てきます。ここでは、挨拶もしなければいけない、わからないことは聞かな

ければいけない、礼儀も考えなければいけない。コミュニケーションの能力を培

うよい機会となります。 
また、外部の方が入ってくださるお陰で毎年同じような活動ができます。我々

教員も得手不得手があるもの。得意な担任の時には活動が盛んだったが、苦手な

担任の時にはあまり活動しなかったでは継続性がありません。長く続いている秘

密は外部協力のお陰です。 
さらに、芋さしは１年生と６年生の共同作業。ここは６年生のリーダー性や優

しさを育てる手立てでもあります。同じ学年だけで活動するより異年齢の活動を

くむことで、より多くの副産物を得ようという狙いがあります。 

平成２８年６月 ８日 第６号 
校長 酒井 元治  



先日、西公園で遊んだで

あろう子どもたちがゴミを

散らかしているとの情報を

いただき、早速教頭と生活指導の宮

﨑が現地を見てきました。行ってみ

るとその通り結構な量のゴミが散

乱。ゴミを拾い、現地の写真を撮っ

て翌日臨時朝会で全校児童に指導

しました。 
公共の場の意味、みんなが気持ち

よく使うための気配りとはどんな

ものか。どうして約束事があるのか

について考えさせました。いただいた情報には「迅速に！的確に！」をモットー

に対応していきたいと思っています。（どうしても、時間を要するものもあります

が。） 
また、この指導で他に出てきた情報は子どもたち同士でのおごり合いや買い食

いの現状。安易に子どもがものを買ってもらう、買ってあげるというのは様々な

トラブルにつながったり、好ましい金銭感覚を養うことができなくなったりする

ことになります。学校では保護者のみなさんのご意見も頂きながら、「くらしのき

まり（仮称）」のようなものをつくり、地域での過ごし方のマナー等も指導してい

きたいと考えています。 

 
学校では様々な団体にいろいろなご支援をいた

だいています。左の写真は毎年、年度始めに雑巾を

いただいている写真です。婦人会のみなさんが子ど

もたちのためにと縫ってくださったたくさんの雑巾

は毎年、学校の美化にたいへん助かっています。 

 右の写真は、親和銀行小値賀支店さんから、ペッ

トボトルキャップをいただいているところです。 
ＰＴＡ活動の一環として取り組んでいるペットボ

トルキャップ回収にご協力いただいています。 
 

 
月 日 曜 行     事 
６  ８ 水 眼科検査（全学年） 分校交流 
  ９ 木 歯の集会  新体力テスト（全学年 ２・３校時） 

わかめ班活動（４校時）代表委員会（６校時） 分校交流 
 １０ 金 ところてん授業（４年 ５校時） 
 １１ 土 中体連開会式 
 １３ 月 大島分校教育週間（～１７日） 
 １４ 火 消防署・警察署見学（４年） 
 １５ 水 給食費集金日 
 １６ 木 児童集会 クラブ活動 
 １７ 金 アジかまぼこ授業・準備①（小３・中３） 
 ２０ 月 公開授業ウィークス（～７／１） プール開き 

アジかまぼこ授業・準備②（小３・中３） 
PTA バレー練習 

 ２２ 水 日本脳炎予防接種（３･４年 １３:１０～）ＡＬＴ交流 
たんぽぽ読み聞かせ PTA バレー練習 

 ２３ 木 音楽集会 ＰＴＡ役員会 

 ２５ 土 PTA 親睦球技大会 心肺蘇生法講習会 
 ２７ 月 教育週間スタート 全校朝会・校長講話（いのちについて） 

アジかまぼこづくり（小３・中３） ２～４校時 
 ２８ 火 青少年劇場（寄席） 
 ２９ 水 たんぽぽ読み聞かせ 授業参観（道徳１・３・５年） 懇談会 

小値賀焼体験（６年 ２・３校時） 
 ３０ 木 授業参観（道徳２・４・６年） 懇談会 

 
６月は、公開授業ウィークス、教育週間もあり、様々な行事等が予定されて

います。授業参観だけでなく、いろいろな活動をご覧ください。いつでも、

誰でもＯＫです。（それぞれについての詳しい案内は別紙にてご覧ください。） 
２８日（火）は、青少年劇場としてプロの噺家を招いて寄席が開催されます。

伝統的な話芸で笑いませんか？ 
３０日（木）の授業参観・６年生は、私（酒井）が授業をします。(^_^)v 


